
平成 21 年 11 月 7 日 

 

高じん性モルタルを用いた実大橋梁耐震実験の破壊解析 

－解析コンテスト実施要領－ 

 

１．解析コンテストの目的 

 ＲＣ構造物の地震時応答と破壊挙動を予測するための数値解析技術の向上に寄与するた

め、橋脚を対象とした事前解析コンテストを実施する。対象構造物は塑性ヒンジ部分に高

じん性モルタルを用いた実物大の矩形断面ＲＣ橋脚である。震動台による三次元入力破壊

実験の前後に数値解析を行い、解析結果と実験結果を比較し、実験結果を最も高精度で予

測した者を表彰する。 

 震動台実験での実際の入力波は、実験実施時に測定される震動台の応答によって確定す

るので、コンテストは次の 2 段階で構成される。 

（１）実験前解析：震動台に入力する地震動（目標地震動）に対する破壊挙動を予測する。 

（２）実験後解析：震動台に入力された地震動（計測地震動）に対して、（１）と同一のモ

デルおよび解析手法を用いて破壊挙動を予測する。 

 

２．実施組織と審査委員会 

 本コンテストは、防災科学技術研究所Ｅ－ディフェンスを活用した耐震実験研究・橋梁

耐震実験研究実行部会の活動の一環として実施する。コンテストは橋梁耐震実験研究実行

部会のブラインド解析ＷＧが実施する。ブラインド解析ＷＧはコンテストの実施と審査を

担当し、告知、データ配布、応募者からの質問への対応を行う。また実験後解析にあたっ

ては、実験データを提供する。 

 

３．参加資格 

 参加は個人またはグループとし、個人は複数のグループに関わらないものとする。ただ

し個人またはグループが、後述する３部門に重複して参加してもかまわない。ブラインド

解析ＷＧの委員は応募可能であるが、表彰の対象とはならない。 

 

４．解析の分類 

 コンテストは以下の３部門に分類する。なお解析方法は問わない。 

（a）免震モデル解析部門 

 免震構造系モデルにおける、実地震波の３０％、および４０％入力を対象とする。 

（b）破壊モデル解析部門 

 耐震構造系自重付加モデルにおける、実地震波の１００％入力、および１２５％での２

回目入力を対象とする。 



（c）総合評価部門 

  （a）、（b）両部門での総合的な応答解析を対象とする。 

 上記の分類に対して、各 1 名の最優秀者を選出する。 

 

５．日程 

・平成２１年 

１０月１５日 登録募集開始 

コンテストの概要とスケジュールの発表 

        試験体の構造要素と基本的材料特性の公表 

１２月２１日 実験前解析の受付開始 

        入力地震動・材料データ（高じん性モルタル）の公表 

 １２月３１日 登録締め切り 

・平成２２年 

２月１７日 実験前解析結果の提出期限 

２月１８日 震動台実験（免震構造系モデル） 

２月２６日 震動台実験（耐震構造系モデル） 

３月 ２日 震動台実験（耐震構造系自重付加モデル） 

３月１０日 実入力地震動・材料試験結果の公開 

        実験後解析の開始 

４月 １日 実験後解析結果の提出受付開始 

４月３０日 実験後解析結果の提出期限 

        ＷＧによる審査開始 

  ５月３０日 審査結果発表 

 注） 

・解析結果の提出はすべて電子メールとする。 

・提出期限の時間は日本時間で午後９時する。 

 

６．実験と解析の計画 

・震動台実験は、免震構造系モデル、耐震構造系モデルおよび耐震構造系自重付加モデル

の３種類に対してこの順番に実施予定である。免震構造系では実地震動のそれぞれ１０，

２０，３０，４０％で入力する予定である。その後、耐震構造系モデルに対して実地震動

の１００％の入力を２度行い、耐震構造系自重付加モデルに対して、自重を付加した状態

で実地震動の１００％の入力を行った後、１２５％で２度入力する予定である。なお、上

記の入力強度はあくまでも予定であり、実験による模型の損傷状況に応じて適宜変更する

予定である。 

・実験前解析では、解析で対象とする入力地震動と材料諸条件を登録締め切り前に指定す



るので、これを用いて解析を行う。 

・実験後解析では、実際に震動台に入力された地震動と材料試験結果を公開するので、こ

れを用いて解析を行う。 

 

７．公開する試験体データ 

 登録者に対して、以下のデータをウエブサイトから配布する。 

（１）構造物の形状：平面図、立面図、部材断面、支承などの詳細 

（２）重量分布：各部材、部品、錘の詳細、支承条件 

（３）材料条件：使用材料の材質と応力ひずみ関係、コンクリートの配合 

（４）入力地震動の時刻歴（実験前解析・実験後解析）なお、（a）免震モデル解析部門の

加速度振幅も提示する。 

（５）試験体の写真 

なお、実験で得られた計測データは 2 年後に公表の予定である。 

 

 

８．提出資料 

 

８．１ 実験前解析 

（１）塑性化の範囲 

最大応答時における、鉄筋の降伏の有無および位置、ならびにコンクリートおよびモル

タルの軟化の有無および位置。 

（２）応答値 

橋脚上面レベル（7500mm）におけるＸ、Ｙ、Ｚ各方向の相対変位と絶対加速度の時刻歴

応答値。また、応答変位が最大となる時刻とその時刻における各値を同時に示す。 

（３）説明用補足データ 

 全体の変形と塑性化状況を説明するための図、及び橋脚上面レベルにおける相対変位の

時刻歴のグラフ。 

（４）解析プログラムに対する全ての入力データ 

 アスキーファイルとし、減衰定数や硬化係数などの判断を要するデータについては設定

理由を説明する。コンクリートと鉄筋との接合条件およびその位置も記述する。解析プロ

グラムでの入力データの出力を提出するのが望ましい。節点座標や要素データは不要。 

（５）解析モデルの説明 

 有限要素法、材料の構成則、時刻歴積分法、幾何非線形のモデル化など。 

（６）計算環境 

 使用コンピュータ、プログラム名（商用、フリー、研究用）、計算時間（ＣＰＵ、実時間）。 

 



８．２ 実験後解析 

 入力加速度と材料試験結果から得られる応力ひずみ関係以外は、モデル、構成則を含め

実験前解析と同じ入力データを用いるものとし、実験前解析と同様に（１）～（６）を提

出する。時刻歴が実験結果と大きく異なる場合は評価の対象とならない。 

 

注意事項 

ⅰ：書式は実験事前解析評価ＷＧが配布する。 

 ⅱ：Ｘ、Ｙ、Ｚ軸方向の応答を提出する。 

 ⅲ：相対変位と絶対加速度の最大値は橋脚上面レベルにおける断面中心での値とする。 

 ⅳ：重量は配布資料で明記する。 

 ⅴ：柱のひずみは自重によるものを含まない。 

 ⅵ：最大値は正負を含めた絶対値とする。 

 ⅶ：単位はＳＩ（mm、kN、sec、rad）とし、有効数字は４桁とする。 

   例：0.01234 rad、0.1234 kN 

 

９．審査方法 

 審査は実験後解析結果をもとに審査委員会が実施し、各部門で以下の項目の合計点の最

も高いものを表彰する。 

 

（１）塑性化の範囲 

 最大応答における、鉄筋の降伏の有無および位置、ならびにコンクリートおよびモル

タルの軟化の有無および位置。 

 

（２）応答の精度 

 各応答値の精度に関し評価する。 

 

 なお、審査は匿名で行われ、3 位まで順位付けする。 

 

１０．表彰 

 最優秀者に選ばれた３グループは平成２２年度報告会において表彰されると同時に、招

待講演する機会が与えられる。2 位、3 位は名前のみ公表する。 

 

以上 


